
 

「レターポスト」の設置ついて 

―長野県生坂村から来た「レターポスト」―  

４月７日(日)に白井そろばん博物館に「レターポスト」設置します。  
 

記 

 

１ 設置記念イベント  【別紙資料１】         

（１）開催日時  平成 2５年４月７日（日） 13:30より 

（２）場   所  白井そろばん博物館 

（３）（所在地 〒270-1422 白井市復 1459-12）                  

２ 今回設置のポストについて 【別紙資料２】   

 平成５（1993)年まで広津郵便局（長野県生坂村）で使用されていたものです。 

 赤い丸型郵便ポストは、全国に現在でも約 5000本が現役で活躍中ですが、「レターポスト」は 

国内では 2本しか使用されていない貴重な丸型郵便ポストです。 

白井市内には 2012年 12月 22日 長野県飯田市で使用されていた丸型郵便ポストが初めて設

置されたのを皮切りに 2013 年 3 月１４日には白井（しろい）にちなみ 白井郵便局前に白い丸

型郵便ポストが登場し、市内では今回３本目の丸型郵便ポストとなります。 

 

 

レターポストについてのお問い合わせ先  丸型ポスト写真家 庄司 巧 

                          電話 090-8471-5070 

                            

白井そろばん博物館でのイベント お問い合わせ先  白井そろばん博物館館長 石戸謙一   

                          電話 047-492-8890 

                           

 

 

 
【写真 白井そろばん博物館前のレターポスト 平成 25年３月庄司 巧撮影】 



資料 ２ 

生坂村から来たレターポストについて 
 

レターポストは現在使用されている 丸型郵便ポスト（郵便差出箱１号丸型）の試作品で 

昭和 23（1948年）から昭和 24（1949年）にかけて製造された数少ないポストの一つである。 

現在 善通寺郵便局（香川県善通寺市） 贄川郵便局（長野県塩尻市）のみ現役郵便ポス

トで使用されている。 

今の丸型郵便ポストとの相違は銘版の文字「LETTER」〒マークの配置 取り出し口背後の

胴体下端部にある「協和産業㈱名古屋」二行書き 投函口 庅上部中央の五弁の桜 浮き彫

り 天蓋頂上部の六角ボルト上の突起なしが特徴である。 

 

本体の高さが 132cm（通常の１号丸型 135cm） 胴径 38cm 鏡板直径 30.5cm 庅の横幅 

25cm（通常の１号丸型 24cm）  

  

白井そろばん博物館前に設置されるレターポストは広津郵便局前（長野県東筑摩郡生坂

村）で平成５（1993年）まで郵便ポストで使用されていたものです。 

 

長野県生坂村から千葉県白井市に来ることになったのは、平成 24（2012年）11月贄川郵

便局（長野県塩尻市贄川）元 局長小澤凖一さんからの相談でした。 

小澤さんとは、贄川郵便局（長野県塩尻市贄川）に使用されている「レターポスト」が縁

で交流があり、小澤さんの同僚で元 生坂郵便局長 腰原幸朗さん（長野県東筑摩郡生坂村）

が自宅内で保管していた「レターポスト」を譲渡し活用してほしいとう話でした。 

庄司は平成２４（2012）年１２月８日に腰原さん宅を訪れ、レターポストの状態を見て  

一緒に 丸型ポスト地域おこし 修復保存活動に取り組んでいる 白井郵便局（千葉県白井

市）若林正浩局長に相談し、整備して再利用できると判断し その日に譲受 車でレターポ

ストを積込み千葉 白井郵便局まで運搬した。 

 

若林局長は、白井市内でこのポストを地域おこしに活用できないかと、白井そろばん博物

館 石戸謙一館長に相談し、快諾を得て ポスト本体を丸型ポストを鋳造していた、鋳物メ

ーカー吉村工業様（埼玉県川口市）に修復協力依頼して製造当時の状態に修復した。 

3月 8日 3月 23日設置工事と塗装仕上げ作業を行い、４月７日から使用開始となりまし

た。 

 

 

 

 



資料 １ 

 


